
キヤノン株式会社人事本部安全衛生部副部長
矢　内　美　雪

（聞き手　大西　真）

職域産業保健スタッフの役割

　大西　職域産業保健スタッフの役割
ということで、現場ならではのお話を
うかがいたいと思います。
　私自身もある企業の産業医を長年や
っていますが、特にメンタルヘルス関
係はなかなか苦労することも多く、特
にコロナが蔓延している影響もあって、
そういう方もちょっと増えているよう
な印象があり、現場で様々な課題に直
面しております。矢内さんは大企業の
保健師として活動されているのですね。
　矢内　はい。
　大西　現場ならではのアドバイスな
どがありましたら、ぜひお聞かせくだ
さい。
　まず初めに産業保健スタッフのメン
タルヘルスへの関わりについて、どの
ようなことをされているかお話をいた
だけますか。
　矢内　メンタルヘルスへの関わりと
しては、企業の中の産業保健スタッフ
として、情報をたくさん得ることで丁
寧な対応を行っています。メンタルヘ
ルスの場合は生活習慣病などと違って

働く環境や職場風土、仕事の具体的な
内容や人間関係、そういったものの影
響が非常に大きいので、現場で情報を
得ることができるのは大きなメリット
だと思っています。
　もう一つは、社員の身近な存在とし
て最初に相談の窓口になることが多く、
そういった接点を持つという意味では
連携や対応の出発点になる役割のよう
なものを果たしていると考えています。
　大西　様々な医療スタッフも関わっ
ていると思うのですが、特に保健師と
しての関わり方の特徴や理念はありま
すか。
　矢内　先ほどもお伝えしましたが、
職場や社員から身近に相談があります
ので、医療スタッフとして相談の緊急
度の判断をしたり、必要な情報をどう
入手すればいいか、誰と連携を取れば
いいかといった、支援の出発点として
非常に深く関わることができると思っ
ています。
　大西　次に具体的な話に移りたいと
思います。まずメンタルに不調な方が

出た場合、どうやって休まれて、休ん
でいる間にどのような対応をするとか、
あるいは復職に向けてどのようなこと
をやったらいいかとか、一般的なスム
ーズにいく場合のケースを教えていた
だけたらと思います。
　矢内　休復職は非常に大きな課題だ
と思っています。一番気をつけている
ことは、以前は休復職というと復職の
ところにポイントを置いた関わりだっ
たのですが、今は休業の開始時点が復
職支援の始まりだと思っています。休
業開始時に皆でいかに情報を集めて対
応のベクトルを合わせられるかという
点が非常に重要だと感じています。特
に休業開始時には安心して休んでいた
だける環境をつくることをポイントに、
関係者や本人とミーティングをしなが
ら復職までのステップを確認します。
また会社の制度を説明したり、いろい
ろな手続きのサポートも初期の段階で
対応することが多いです。
　大西　休職中にいろいろ連絡も取ら
れると思いますが、今コロナでなかな
か面と向かって会うことも難しいかと
思います。何か工夫されていますか。
　矢内　休職中のフォローに関しては、
最初に役割分担を決めて、人事と職場
と健康支援室で誰がどういう役割を担
うかを決めます。そこで連絡窓口を決
定します。主には職場の上司にお願い
するのですが、ケースによっては上司
との関係性で不調になった方などもあ

り、健康支援室が対応することもあり
ますし、非常に病状が重くて、ご家族
としか連絡が取れないようなケースは
人事が窓口になることもあります。そ
ういう個々の連絡窓口や役割を決める
という点が工夫の一つです。
　休職中の状況確認は、以前は電話や
メールなどを使っていたのですが、今
は休業報告書というフォーマットを作
り、月に１回、定期的に出していただ
く形を取っています。
　大西　メンタルで少し不調になられ
た方は、メンタルクリニックに通院さ
れている方も多いように思うのですが、
主治医との連絡はどのようにされてい
るのですか。
　矢内　主治医とは、本人の了解を得
てから、「病状照会状」を使って産業
医と主治医がレターで情報交換をする
ケースがあります。弊社の場合は同行
受診を行うことも非常に多く、上司や
人事とともに直接主治医のところに行
き、「会社としてサポートをしたいの
だけれども、一緒に協力して対応でき
ないか」という連携への働きかけを行
います。
　大西　調子も戻ってきて、復職に向
けては、いきなり今までどおりの仕事
も難しいかと思うのですが、復職に向
けてどのような準備をされますか。
　矢内　休業中から復職に向けた支援
を開始するのですが、療養中心の期間
が過ぎたら、少しずつ自己リハビリを

職域精神保健の課題（Ⅱ）

ドクターサロン66巻11月号（10 . 2022） （683）  4342 （682） ドクターサロン66巻11月号（10 . 2022）

2211_HONBUN.indd   432211_HONBUN.indd   43 2022/10/11   15:062022/10/11   15:06



キヤノン株式会社人事本部安全衛生部副部長
矢　内　美　雪

（聞き手　大西　真）

職域産業保健スタッフの役割

　大西　職域産業保健スタッフの役割
ということで、現場ならではのお話を
うかがいたいと思います。
　私自身もある企業の産業医を長年や
っていますが、特にメンタルヘルス関
係はなかなか苦労することも多く、特
にコロナが蔓延している影響もあって、
そういう方もちょっと増えているよう
な印象があり、現場で様々な課題に直
面しております。矢内さんは大企業の
保健師として活動されているのですね。
　矢内　はい。
　大西　現場ならではのアドバイスな
どがありましたら、ぜひお聞かせくだ
さい。
　まず初めに産業保健スタッフのメン
タルヘルスへの関わりについて、どの
ようなことをされているかお話をいた
だけますか。
　矢内　メンタルヘルスへの関わりと
しては、企業の中の産業保健スタッフ
として、情報をたくさん得ることで丁
寧な対応を行っています。メンタルヘ
ルスの場合は生活習慣病などと違って

働く環境や職場風土、仕事の具体的な
内容や人間関係、そういったものの影
響が非常に大きいので、現場で情報を
得ることができるのは大きなメリット
だと思っています。
　もう一つは、社員の身近な存在とし
て最初に相談の窓口になることが多く、
そういった接点を持つという意味では
連携や対応の出発点になる役割のよう
なものを果たしていると考えています。
　大西　様々な医療スタッフも関わっ
ていると思うのですが、特に保健師と
しての関わり方の特徴や理念はありま
すか。
　矢内　先ほどもお伝えしましたが、
職場や社員から身近に相談があります
ので、医療スタッフとして相談の緊急
度の判断をしたり、必要な情報をどう
入手すればいいか、誰と連携を取れば
いいかといった、支援の出発点として
非常に深く関わることができると思っ
ています。
　大西　次に具体的な話に移りたいと
思います。まずメンタルに不調な方が

出た場合、どうやって休まれて、休ん
でいる間にどのような対応をするとか、
あるいは復職に向けてどのようなこと
をやったらいいかとか、一般的なスム
ーズにいく場合のケースを教えていた
だけたらと思います。
　矢内　休復職は非常に大きな課題だ
と思っています。一番気をつけている
ことは、以前は休復職というと復職の
ところにポイントを置いた関わりだっ
たのですが、今は休業の開始時点が復
職支援の始まりだと思っています。休
業開始時に皆でいかに情報を集めて対
応のベクトルを合わせられるかという
点が非常に重要だと感じています。特
に休業開始時には安心して休んでいた
だける環境をつくることをポイントに、
関係者や本人とミーティングをしなが
ら復職までのステップを確認します。
また会社の制度を説明したり、いろい
ろな手続きのサポートも初期の段階で
対応することが多いです。
　大西　休職中にいろいろ連絡も取ら
れると思いますが、今コロナでなかな
か面と向かって会うことも難しいかと
思います。何か工夫されていますか。
　矢内　休職中のフォローに関しては、
最初に役割分担を決めて、人事と職場
と健康支援室で誰がどういう役割を担
うかを決めます。そこで連絡窓口を決
定します。主には職場の上司にお願い
するのですが、ケースによっては上司
との関係性で不調になった方などもあ

り、健康支援室が対応することもあり
ますし、非常に病状が重くて、ご家族
としか連絡が取れないようなケースは
人事が窓口になることもあります。そ
ういう個々の連絡窓口や役割を決める
という点が工夫の一つです。
　休職中の状況確認は、以前は電話や
メールなどを使っていたのですが、今
は休業報告書というフォーマットを作
り、月に１回、定期的に出していただ
く形を取っています。
　大西　メンタルで少し不調になられ
た方は、メンタルクリニックに通院さ
れている方も多いように思うのですが、
主治医との連絡はどのようにされてい
るのですか。
　矢内　主治医とは、本人の了解を得
てから、「病状照会状」を使って産業
医と主治医がレターで情報交換をする
ケースがあります。弊社の場合は同行
受診を行うことも非常に多く、上司や
人事とともに直接主治医のところに行
き、「会社としてサポートをしたいの
だけれども、一緒に協力して対応でき
ないか」という連携への働きかけを行
います。
　大西　調子も戻ってきて、復職に向
けては、いきなり今までどおりの仕事
も難しいかと思うのですが、復職に向
けてどのような準備をされますか。
　矢内　休業中から復職に向けた支援
を開始するのですが、療養中心の期間
が過ぎたら、少しずつ自己リハビリを

職域精神保健の課題（Ⅱ）

ドクターサロン66巻11月号（10 . 2022） （683）  4342 （682） ドクターサロン66巻11月号（10 . 2022）

2211_HONBUN.indd   432211_HONBUN.indd   43 2022/10/11   15:062022/10/11   15:06



開始していただくような形でサポート
します。そういったプロセスの中に産
業医面談や、主治医との連携が入って
きます。最終的にはある程度復職の判
断が見えた段階で通勤訓練を行って、
ステップを踏んでの復職となります。
企業によってはプレ出社といった形で
職場での訓練を行うケースもあります
が、弊社の場合は労務の提供をしない
という前提で、通勤を含めた体調の確
認をすることと、日中は本人が図書館
などを使ってリハビリをしていただく
という形で復職の確認をしています。
　大西　それでスムーズにいくケース
が多いとは思いますが、少し難しいケ
ースの場合、どのように工夫されてい
ますか。
　矢内　難しいケースとしては、例え
ば復職をすごく焦られるケースがあり
ます。そういう方に関しては、病状が
安定しているのかをまず確認し、主治
医との連携を強化することがあります。
また、本人と面談をして丁寧に状況を
聞くことをします。例えば復職がゴー
ルになっていて、ゴールを目指して焦
っているような方であれば、復職がゴ
ールではなくて、その先の安定就労が
大事だというような話をしたりします。
少し時間軸を延ばして、「安定して働
ける」ことをゴールに本人が少し振り
返りができるような場面をつくる、そ
ういう支援を心がけています。
　大西　次に、産業医との連携や支援

は具体的にはどのようにされています
か。
　矢内　産業医は、専属の産業医と精
神科等の嘱託の産業医がいますが、圧
倒的に産業医の人数は少ないです。産
業医しかできない重要な判断や意見を
述べてもらうために職場や社員の身近
にいる私たちが必要な情報を正しく集
めて、医師にタイムリーに伝えていく
ことを連携の大事なポイントとしてい
ます。
　大西　最終的に産業医の権限という
か、何かちょっとはっきりしないこと
もあって、私もアドバイスはするもの
の、その先どうなるかなと悩むことも
あるのですが、その辺はどのように調
整されていますか。人事の考え方もあ
りますし、保健師の考え方もあります
し、産業医もいろいろな考え方がある
かと思うのですが、いかがでしょうか。
　矢内　関係者でのミーティングを開
いて、人事、産業医、保健師、また必
要時は職場も参加する形で意見調整を
行うことが非常に多いです。相談件数
を今カウントしているのですが、10年
前と比べると関係者ミーティングの割
合が非常に大きくなっていて、支援の
ベクトルを合わせていくことが効果的
だと思っています。
　あとは、人事の方が産業医の意見を
そのまま最終判断として求めるような
こともありますが、産業医は医学的な
判断を会社に伝えること、その判断を

聞いた会社が最終的には復職など様々
な判断をするという、立て付けを意識
して交通整理のような対応を取ること
も多いと思います。
　大西　そうしますと、職場あるいは
上司、部署の環境の調整が最終的には
非常に重要になってくると思うのです
が、そのあたりはどのようにされてい
ますか。別の部署に異動したいという
ご希望を受けたりとか、いろいろなケ
ースがあるかと思うのですが。
　矢内　厚生労働省の指針に書かれて
いるように、原則は現職復帰を目指し

て支援を行っています。ただ、休業中
のフォローの中で休職に至る職場での
様々な要因が見えてきたり、本人の適
性などを関係者で丁寧に見立てていく
中で、職場は変わらないまでも、仕事
の内容や、レポートラインを変えても
らうというような働きかけをしたり、
必要に応じてその方に適する職場への
配置転換を考えていくケースもありま
す。
　大西　いろいろ具体的なお話をいた
だいて、どうもありがとうございまし
た。
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